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■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp

エコマーク認定の再生紙を使用しています
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仏の里（鹿央町霜野）

今回の紹介者

寺本　重美さん
鹿央町合里

（山鹿市文化財保護委員）

連載第11回

霜野山延寿院康平寺
そうやさんえんじゅいんこうへいじ

、平安時代の康平元年（1,058）に建
立された観音堂は康平寺と呼ばれるようになりました。隆盛
を極めた頃は谷々に99の寺院があったと伝えられています。
現在の観音堂は千手観音（高さ２ｍ15B）を中心に地蔵菩

薩像と２８部衆像(平安から鎌倉時代）が安置されています。
全国的にも数少ないものとして平成２年に県の重要文化財に
指定されました。この貴重な仏像群を保護するために、鹿央
町では平成３年に収蔵庫を建設しました。
ここ霜野一帯には寺社・寺社跡・石塔など数多くありま

す。平成２年、康平寺が元あったとされる同所真堂浦
しんどううら

を調査
しました。五輪之塔100基余り確認され一部取り出しました
が、大半は道路下、水田地下に埋もれています。五輪之塔は
修行僧が経典を読み上げ弟子離れする時建立されたと伝えら
れています。
このほかに石碑１基を調査

したところ、経石多数その中
に「独鈷

どっこ
※」一丁を発見、また

「布目瓦」の出土も見ました。

この独鈷と布目瓦は現在鹿央町岩原の県立装飾古墳館に保
管されています。
康平寺の後ろの緑の山は、ゆかりある内空閑

うちのこが

氏の居城
「霜野城跡」があります。将来は城跡の整備も考えられます。
収蔵庫整備後は霜野老人クラブで康平寺の由来や仏像の

説明、湯茶の接待、管理などを月曜の休み以外は当番制で
毎日行われています。この活動が認められ「くまもと観光
賞」を受賞されています。
山鹿市の最南端ですが、一度足をお運びになってみては

いかがでしょうか。それは見事ですよ。

※独鈷、（五鈷杵
ご こ し ょ

）とは弘
法大使が法具として広めた
金剛杵の一つ。静かに撫で
ると邪心煩悩悪心を打ち砕
き見にまつわる諸々の因縁
や押し寄せる諸悪運を防ぐ
とされています。

▲本尊の千手観音立像（中央）と28部衆像

▲布目瓦
▲独鈷または五鈷杵(中央下）

人口　　59,404（－９）
男　　28,062（－４）
女　　31,342（－５）
世帯数　20,864（＋16）
５月末現在（前月末比）
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知っておきたい制度知っておきたい制度

重度の心身障害を持つ人が、医療を容易に受けることができ
るように、保険で診療を受けた医療費の一部を助成します。な
お、認定の申請が必要で所得による制限があります。
★対象となる人
次のいずれかに該当する人
・身体障害者手帳１級または２級
・療育手帳Ａ１またはＡ２
・精神障害者保健福祉手帳１級
★申請に必要なもの
q身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳
w健康保険証　e通帳（郵便局以外）r通帳印　
t老人医療受給者証　y住民票謄本　
u市県民税課税台帳

支給の対象になる障害児を養育する父または母。また、
父母に代わって児童を養育している人。ただし、受給資格
者、その配偶者、または扶養義務者の所得が一定額未満の
場合。
★対象になる児童
20歳未満で、精神または身体に障害のある児童。ただし、
児童福祉施設などに入所している場合（母子ともに入所
の場合を除く）や障害を事由とする年金を受けられる児
童の場合は支給されません。
★特別児童扶養手当支給額（月額）
１級該当児童一人につき…５０,７５０円
２級該当児童一人につき…３３,８００円

児童や障害を持つ人のために、いろいろな制度が用意されています。
みなさんご存じでしたか？
このページでは、それらの制度の概要を紹介します。

重度の障害のため、日常生活に介護を必要とする20
歳未満の人に支給されます。ただし、施設に入所して
いる場合や障害を事由とする年金を受けられる児童の
場合は支給されません。なお、所得制限があります。
★対象となる人
q身体障害者手帳１級および２級の一部の人
w療育手帳Ａ１の人
eそのほかqwと同程度の人

重度の障害のため、日常生活において常時特別の介護を
必要とする、20歳以上の方に支給されます。ただし、病院
に３か月以上入院しているときや施設に入所しているとき
は支給されません。なお、所得制限があります。
★対象となる人
q重度の障害が２つ以上ある人
w重度の肢体不自由（寝たきりなど）で、日常生活動作
が一人ではほとんどできない人

e絶対安静の状態が長期にわたり続いている人
r重度の精神障害（知的障害を含む）のため、食事、用
便、会話などの日常生活能力がほとんどない人

一般医療ですでに治ゆしたと考えられている障害に
対して、日常生活や仕事のために障害を取り除いたり、
軽減、回復させるための医療への特別給付制度です。
血液透析や心臓手術、関節の手術などがあり、どの
障害の人も医療費の１割が原則として自己負担となり
ます。ただし、所得等に応じて上限が決められていて、
負担が重くなりすぎないようになっています。
★対象となる人
身体障害者手帳１級から６級相当の人。

【精神通院医療助成】
精神科の通院医療費については、「通院医療費公費負
担制度」があります。この制度を利用すると医療費の
１割が自己負担となりますが、所得等に応じて上限が
決められています。
事前に認定を受けることが必要です。

重度の障害児（者）を扶養している保護者が、死亡
したり重度障害を受けたなどによって、扶養すること
ができなくなったときから、重度障害児（者）に障害
年金が支給されます。
★制度に加入できる人（次のすべてを満たす人）
q重度心身障害児（者）を扶養している人
w特別な疾病や障害を有しない人
e65歳未満の人
r県内に在住する人

重度心身障害者医療費助成

知っておきたい　
こういう制度

特 別 障 害 者 手 当

障 害 児 福 祉 手 当

自 立 支 援 医 療 助 成
（更生医療・育成医療・精神通院医療）

熊本県心身障害者扶養共済制度

特 別 児 童 扶 養 手 当

このページ（２ページ）の制度につい
てのお問い合わせは、
いきがい推進課 1４３‐００５２

次のページ（３ページ）の制度につい
てのお問い合わせは、

子育て支援課 1４３‐１５１４
または、各総合支所の市民福祉課まで

鹿　北　 1３２‐３１１１
菊　鹿　 1４８‐３１１１
鹿　本　 1４６‐３１１２
鹿　央　 1３６‐３１１４

★受給できる人
小学校修了前（満12歳に到達後、最初の３月31日ま
で）の児童を養育している方。
ただし、所得制限があります。
★特例給付
所得制限により児童手当を受けられないサラリーマ
ン（厚生年金加入）などの特例として、所得が一定
額未満の場合に限って、児童手当と同額が支給され
ます。
★支給額
第１子…５，０００円　第２子…５，０００円　
第３子以降…１０，０００円
★支払方法
支給は認定請求をした月の翌月分から開始され、支
給事由が消滅した月分で終わります。なお、支給月
は、２月、６月、10月ですので、それぞれの前月分
までを指定口座に振り込みます。
★認定請求
出生、転入などにより新たに受給資格が生じた場合、
児童手当等を受給するには、市町村窓口（公務員の
方は勤務先）に「認定請求書」の提出が必要です。
★現況届
児童手当等を受けている方は、毎年６月に「現況届」
を提出しなければなりません。

母子家庭等の生活と福祉の向上を目的に、医療費の全
額または３分の2を助成する制度です。（ただし、所得制
限があります。）
★対象となる人及び期間
母子家庭の母または父子家庭の父。その母（父）が
扶養する18歳になって最初の３月31日までの間にあ
る児童。ただし、母（父）については児童が20歳に
なった誕生月までです。

★受給できる人
日本国内に住所があり、公的年金を受給していない人（国
民年金法に基づく老齢福祉年金を除く）で、次の要件のい
ずれかに該当する児童を養育する母に支給されます。母が
いなかったり、母が養育しない場合には、児童を養育する養
育者に支払われます。

q母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童
w父が死亡した児童
e父が重度の障害にある児童
r父の生死が明らかでない児童
t父から引き続き１年以上遺棄されている児童
y父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
u婚姻によらないで生まれた児童（認知された児童を含む）

★次の場合は手当が支給されません
児童が、
・日本国内に住所がないとき。
・父または母の死亡について支給される公的年金給付を受
けることができるとき。
・父に支給される公的年金給付の加算の対象になっているとき。
・労働基準法等の規定による遺族補償を受けることができ
るとき。
・児童福祉施設等に入所または里親に委託されているとき。
・母の配偶者（事実上の婚姻関係の場合も含む）に養育さ
れているとき（父に重度の障害がある場合は除く）
母または養育者が、
・児童を監護していないとき。
・日本国内に住所がないとき。
・公的年金を受けることができるとき
★支給額（月額）

★所得制限
手当を請求する本人、その配偶者および扶養義務者の所得が
一定以上の場合は、手当の一部または全部が停止されます。
★養育費
前年中に受け取った養育費の８割を所得に加算します。

区　分
児童１人のとき
児童２人のとき
児童３人以上のとき

全部支給される人
41,720円
46,720円

一部支給される人
41,710～9,850円
46,710～14,850円

３人目以降１人当たり3,000円加算
＊一部支給については、所得額に応じて支給額が決定されます
＊支給額の見直しにより平成18年４月１日から変更されております。

★対象年齢
０歳から６歳までの乳幼児（生まれてから小学校入
学前まで）
★助成額
通院・入院にかかる医療費を全額補助します。
ただし、保険適用外・高額医療費・入院時の食事代
などは対象外になります。
★申請方法
１か月ごとに領収書（支払証明書）をまとめて、
市役所市民課窓口、または、各総合支所の市民福祉
課で手続きをしてください。
★必要書類
q医療費の領収書（支払証明書）。レシートは不可。
w扶養している人の印かん
★申請期限
診療した月の翌月から起算して１年間

児 童 手 当 児 童 扶 養 手 当

乳 幼 児 医 療 費 の 助 成

★申請に必要なもの
q児童扶養手当の証書または遺族年金証書　
w健康保険証（母（父）及び児童のもの）
e印かん　r受給者の通帳等
★申請期限
診療した月の翌月から起算して１年間
※例えば、平成18年７月診療分は、平成
19年７月までです。

母 子 家 庭 等 医 療 費 の 助 成母 子 家 庭 等 医 療 費 の 助 成



チェックリストの結果、ご自分やご家族のことで気になる方は、
地域包括支援センター（健康福祉センター内）もしくは各総合支所
相談窓口までご相談ください。
地域包括支援センターでは、チェックリストの結果や聞き取りに
よるアセスメント（評価）の結果に基づいて市でおこなう介護予防
サービスをおすすめする場合があります。
「基本チェックリスト票」は地域包括支援センターまたは各総合
支所相談窓口に置いてあります。お気軽にご活用ください。

5 2006.7.1 広報やまが 広報やまが　2006.7.1 4

このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

地域包括センターからのお知らせ

生活機能の低下をチェックし
「介護予防」をはじめましょう！

高齢者になると、知らず知らずのうちに生活が活発でなくなり、
筋力や体力が衰えていることがあります。
６月１日号でご紹介した「介護予防のための基本チェックリスト」
は、高齢者の方で、何らか生活機能の低下の危険性があるかどうか
をチェックするためのものです。
具体的には、下記のことを判断する材料になります。
６月号をご覧になり、ぜひチェックしてみてください。

【チェック項目の判断材料】
＊質問６～10の５項目全て該当した
方
→運動器機能の向上の必要性があり
ます
＊質問11・12の２項目全てに該当し
た方
→栄養改善の必要性があります
＊質問13～15の３項目全てに該当し
た方
→口腔機能向上の必要性があります
＊質問16に該当した方（質問17も該
当すれば特に）
→閉じこもり予防の必要性がありま
す
＊質問18～20のうちいずれかに該当
する方
→認知症予防の必要性があります
＊質問21～25のうち２項目以上に該
当する方
→うつ予防の必要性があります
＊質問１～20のうち12項目以上に該
当する方
→何らかの介護予防が必要となる可
能性があります

…地域包括支援センター
（健康福祉センター内）

1４３‐００５２

問合せ

▲広報やまが６月１日号　５ページに掲載

質　問　項　目

バスや電車で一人で外出していますか
日用品の買い物をしていますか
預貯金の出し入れをしていますか
友人の家を訪ねていますか
家族や友人の相談にのっていますか
階段を手すりや壁をつたわずに昇っていますか
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていま
すか
15分位続けて歩いていますか
この１年間に転んだことがありますか
転倒に対する不安は大きいですか
６ヶ月間で２～３Kg以上の体重減少がありましたか
身長　　　　　　　cm 体重　　　　　　　Kg（注）
半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか
お茶や汁物等でむせることがありますか
口の渇きが気になりますか
週に１回以上は外出していますか
昨年と比べて外出の回数が減っていますか
周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあ
ると言われますか
自分で電話番号を調べて電話をかけることをしていますか
今日が何月何日かわからない時がありますか
（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない
（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめ
なくなった
（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっく
うに感じられる
（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない
（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする

回答
（いずれかに○を
付けて下さい）

0.はい
0.はい
0.はい
0.はい
0.はい
0.はい
0.はい

0.はい
1.はい
1.はい
1.はい

1.はい
1.はい
1.はい
0.はい
1.はい
1.はい

0.はい
1.はい
1.はい
1.はい

1.はい

1.はい
1.はい

1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ
1.いいえ

1.いいえ
0.いいえ
0.いいえ
0.いいえ

0.いいえ
0.いいえ
0.いいえ
1.いいえ
0.いいえ
0.いいえ

1.いいえ
0.いいえ
0.いいえ
0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ
0.いいえ

（注）ＢＭＩ＝体重（Kg）÷身長（m）÷身長（m）が18.5未満の場合に該当する。

介護予防のための

基本チェックリスト

Ｎｏ．

１
２
３
４
５
６
７

８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18

19
20
21
22

23

24
25

道の駅鹿北「小栗郷」では５月22日に平成9年４月のオー
プンから１０年目で来館者(レジ客）５００万人を突破しま
した。５００万人目の来館者となったのは佐賀市よりおい
でになった北村康子さんで、「小栗郷の前を通るときは必ず
寄っています。野菜が豊富で安いのでいつも買って帰りま
す。」と、うれしそうに話されました。
北村さんには小栗郷の酒井社長より花束と鹿北の掛け干

し米などの記念品が贈られました。
▲５００万人目おめでとう　思いもよらぬプレゼントにびっくり

おいでいただくお客様のおがけです
…「小栗郷」来館（レジ客）５００万人突破　

5月22日　道の駅鹿北「小栗郷」

▲最後に参加者全員で記念撮影！　みんないい笑顔です

あそびを通じ、親子や友達とふれあい、笑顔あふれる時間
を過ごす事を目的に、菊鹿町レクリエーション協会主催の
『あそびの日』が開催されました。
この日は、およそ１００名の親子などの参加がありました。
講師に、スーパー紙ひこうき作りの名人、森先生をお招きし、
紙ひこうき作りが行われ、親子共に必死に取り組む姿が見ら
れました。最初は、うまく飛ばせなかった子どもたちも、講
師の先生に教わりながら、うまく飛ばせるようになり、高く
飛んだ紙ひこうきに歓声と笑顔がこぼれました。
また、読み聞かせグループ「わくわく文庫」の皆さんによ
る、『ぐりとぐら』の朗読とダチョウの卵を使ったカステラ作
りも行われました。初めて見る大きなダチョウの卵にみんな
興味津々。
思い出に残る１日となったのではないでしょうか。

すべては子どもの笑顔のために
…２００６　あそびの日　5月21日　あんずの丘

私立保育研究会山鹿部会（代表八玉保育園井垣久美）
の清掃活動がありました。
当日は95名の保育士が参加し、市内のカルチャース

ポーツセンター周辺、国道325号の沿線など３か所のご
み拾いをしました。この部会は、「みんなで育てよう山
鹿の子

たから

」をスローガンに山鹿地区９つの保育園で組織
して、初めてのボランティア活動となりました。

ありがとうございました
…ボランティア活動　６月11日

▲

山
鹿
市
全
域
に
広
が
り
い
ろ
い
ろ

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
　
（
代
表
井
垣
保
育
士
）

山鹿市管工事業協同組合青年部会（会長闍松孝一）の
点検活動がありました。
当日は、７名の会員で手分けして、山鹿地区にある20

か所の公衆トイレを回り、便器や手洗いの蛇口などの点
検、修理、清掃などを行いました。

作業中の
各トイレで
は、使用者
への配慮と
して「点検
を行ってい
ます」とい
う看板を立
てて作業を
行 い ま し
た。

▲厳しく蛇口の点検をする会員
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲お乳をたくさん飲んで早く大きくなあれ

５月に急逝した故松野頼三さんは、議員在任中、故郷の発
展に尽力しました。その功績を讃え、故人の遺徳を偲び、追
悼の意を表すべく、縁深き出生の地菊鹿町にあるグリーンパ
ルスで、厳かに市民告別式を行いました。
式には、喪主松野頼久さんやそのほか遺族の方、潮谷義子

県知事、松岡利勝衆議院議員、三浦一水参議院議員、魚住汎
英参議院議員、古閑三博県議会議員、池田秀男県議会議員、
早川英明県議会議員、地元出身の自衛隊員や多くの市民が参
列しました。
【官歴】
昭和22年５月　内閣総理大臣秘書官
昭和26年12月　厚生政務次官　　
昭和33年６月　総理府総務庁長官
昭和34年６月　労働大臣
昭和40年６月　国務大臣防衛庁長官　
昭和41年８月　農林大臣

厳かに故人のご遺徳を偲び
…名誉市民故松野頼三さん市民告別式　

6月17日　グリーンパルス（菊鹿）

しょうぶ12000株が今年も咲きました。昨年は株の植え替
えなどで少なかった花も今年は多くの種類の色で埋め尽くさ
れました。
５月には道の駅来館者が500万人を突破し、記念すべきま

つりとなりました。10日には手づくり和菓子付きの野点や鹿
北中学校と鹿本商工、城北高校のブラスバンドによる演奏会、
11日には大抽選会など催され、多くの人で賑わった２日間で
した。
久留米からの来場者は「近いので、ラジオとテレビを見て

きました。きれいですね。」と語りました。
▲みごとなまでのしょうぶです

しょうぶが辺り一面に咲きました
…しょうぶまつり　6月10・11日　道の駅かほく（鹿北）

▲菊鹿の風景を表現した祭壇に多くの参列者が献花しました

菊鹿町３区では地元の農業者グループ『八三会
はっさんかい

』主催
により今年で４回目となる農業体験がありました。この
農業体験は田植えから収穫まで３回行われ、１回目の今
回は昔ながらの手植えで田植えをしました。今年は福
岡・佐賀・熊本から14グループ47名の参加がありました。
参加者は初めて入る田んぼやカエルにおっかなびっく

り！それでもしばらくすると八三会や菊鹿青年農業者グ
ループ「ＫＦＣ」の指導で上手に植えていました。
佐賀から参加した家族は「去年に続いて２回目の参加

です。自分たちで作ったお米がとてもおいしくて今年も
参加しました。」と話しました。
田植えの後は八三会女性部のみなさんが作った地元の

農産物を使った田舎料理をお腹いっぱい食べて、おやつ
作りに挑戦しました。
次回は９月にかかし作りと川遊び体験がある予定です。

牛乳についてもっと知ろう
…ほ乳体験　6月16日　富慈園（鹿本）

古代の田植えを体験　
…赤米田植え　６月４日　鹿央町岩原

熊本市や合志市、玉名市などから２６家族、９６名と米
野岳小学校５年生９名が参加して赤米の田植えがありまし
た。古代衣装を身にまとって昔ながらの手植えを行った後、
泥んこゲームではビーチ（？）フラッグで泥だらけ！
地元岩原の赤米生産グループの皆さん手作りの昼食に舌

鼓を打ったあとは、稲刈りで使う「石包丁」を作りました。

▲古代衣装で田植えを体験　秋の収穫まで大きく育ってね

大人も子どももみんな泥んこ！
…田んぼの学校　６月18日　水辺プラザ鹿本

今年で８回目を迎える田んぼの学校には福岡、宮崎など
九州各地から60家族133人の参加で行われました。
水辺プラザ東側の水田を参加者全員が手植えで田植えを
した後は、お待ちかねのレクリエーション。宝探しや玉入
れ、ビニール袋に入ってジャンプするカンガルージャンプ
では、お手伝いで参加した鹿本農業高校の生徒達の豪快な
飛び込みを見て参加した子どもたちはもちろん、お父さん
たちも汚れるのも気にせず泥んこになって楽しんでいまし
た。
昼食を食べた後は温泉に浸かって疲れを癒しました。 ▲カンガルーみたいにジャンプ！？　みんな大はしゃぎ

牛乳の普及と酪農をもっと知ってもらおうと、鹿本酪農協
同組合主催で「ほ乳体験」がありました。酪農家の仕事や乳
牛などについての話しを聞き、○×クイズをした後、１か月
～２か月半の子牛３頭にほ乳瓶で園児たち自らお乳を飲ませ
ました。
最初怖がっていた園児たちも、次第に慣れ初めての体験を

楽しんでいました。中には、「大きいねぇ。」と産まれて１か
月の子牛でも自分と同じ高さがあることに驚いている園児も
いました。
同じ日、鹿本酪農婦人部とＪＡかもと酪農部会婦人部から

市長へ牛乳の贈呈がありました。「心がこもった牛乳をあり
がとうございます。」と中嶋市長がお礼を述べました。

田
植
え
っ
て
後
ろ
に
下
が
り
な
が
ら

植
え
る
ん
だ
ね
！

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
指
導
で
ソ
ー
ダ

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
に
挑
戦

▲
▲

お米はこうやって作るんだね
…農業体験　６月10日　菊鹿上内田
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新着図書ピックアップ

広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

戦後60年
あなたは何を考えますか？

～鹿本図書館～

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

訪
問
販
売
に
ご
注
意

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
消
防
法
の
改
正
に
よ
り

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
口
実
に
訪
問
販
売
で
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
高
額
で
購
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

【
相
談
例
】

電
話
も
し
く
は
訪
問
な
ど
に
よ
り
「
お
宅
の
寝
室

に
は
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
」
と
聞
き
、

「
つ
け
て
い
な
い
」
と
答
え
る
と
「
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
た
の
で
至
急
設
置
し
な
さ
い
」
と
強
い
口
調
で

言
わ
れ
契
約
を
せ
ま
ら
れ
た
。

【
消
防
法
の
改
正
で
の
設
置
義
務
化
に
つ
い
て
】

・
新
築
住
宅
の
場
合
今
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
化

・
既
存
住
宅
は
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
化

（
５
年
以
内
に
設
置
す
る
こ
と
）

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
注
意
点
】

・
消
防
署
や
市
役
所
な
ど
の
自
治
体
が
火
災
警
報

器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
事

業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

・
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
価
格
は
５
千
円
〜
１
万
５
千
円
程
度
）

・
火
災
警
報
器
の
設
置
に
は
資
格
は
必
要
な
く
、

誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
訪
問
販
売
に
よ
っ
て
火
災
警
報
器
を
購
入
し
た

場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
に
な
り
ま

す
。…

商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u7月1日G・8日G・15日G

22日G・29日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u7月4日C・11日C

25日C 午前11時から
山鹿中央公民館図書室
・おはなし会
日時u7月26日D 午後２時から

今月の休館日
鹿本図書館
u7月3日B・10日B・17日_

18日C・24日B・31日B
山鹿中央公民館図書室

u7月31日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

「戦争って？」「戦後って？」

戦後60年の節目に鹿本図書館では、企画展として
戦争や戦後に関する本を集めて展示しています。

最近、都会といわずこの山鹿市でも核家族が増え、
お年寄りと一緒に暮らす家庭が減ってきています。
以前は、普通にお年寄りと昔話や物語、絵本読み聞
かせ、日本や世界の歴史など身近で会話をしていた
子どもたちも、今ではあまりいないのではないので
しょうか。
まして、戦争経験のない両親の世代、話題も無い
のではないでしょうか。今年が戦後60年という節目
でもある８月に向け、歴史年表の一つとしてではな
く、身近に本を手にとり読んで欲しいと思い企画し
ました。
今年は、戦争について、映画や２月に八千代座で
開催されたアニメ「平和への誓約」などいろいろ話
題に上っていますが、目で、手で、触れて感じてみ
てください。
この企画は、８月中旬ま
で開催されています。もち
ろん貸出もいたしますので
お気軽に図書館へ立ち寄っ
て見てください。
その他、夏休みに向けて
鹿本図書館では「夏休みの
自由研究」に関する企画も
考えていますので、乞うご
期待！！

今
月
の
図
書
館
の
「
顔
」

か
わ
い
い
笑
顔

▲

たまたま取材に図書館に行った
時、今月のポスターの「かわい
い笑顔」に偶然に会いました。
ポスターと一緒のショットを撮
りたかったのですが・・・・。

▲

ま
ず
は
手
に
と
っ
て
触
れ
て
み
て

く
だ
さ
い

▲

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す

なんて深くてなんて大きい夜だろう。
立ち止まった私はそのまま夜空をあおいだ、爽やかで明るい女性が主人
公の清らかで颯爽とした始まりの物語、著者がはじめて挑戦した青春小
説。

息を聴け熊本盲学校アンサンブルの挑戦　冨田　篤／著　新潮社

息遣いで合わせる､お前たちの武器はその耳だ。
視聴覚障害を持つ8人の若者が全日本アンサンブルコンテストに挑む。
楽譜はどうする？出だしの合図は？彼らを指導した打楽器奏者がつづる
奇跡のドキュメント。

蒼い道　　　　　　　　　　　　　　 小澤征良／著　講談社

日本は世界で唯一の「情緒と形の文明」である。
今日本に必要なものは論理よりも情緒､英語よりも国語、民主主義より
も武士道精神であり「国家の品格」を取り戻すことだ。すべて日本人に
誇りと自信を与える画期的提言。

国家の品格　 藤原正彦／著　新潮社

17年前の予言はハリ－ヴォルデモ－トの対決を避けられないものにした。
過酷な運命に立ち向かうハリ－にダンブルドアの個人教授が始まる。
予言は実現するのかヴォルデモ－トの過去に迫るシリーズ第6弾。

ハリ－ポッタ－と謎のプリンス上下
J.K.ローリング／作　松岡佑子／訳　静山社　

《今月は鹿央公民館図書室から》

水
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

こ
の
時
期
は
川
や
海
、
プ
ー
ル
等
に
遊
び
に
行
く
こ

と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
水
の
事
故
に
注
意
し
て
、

楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

☆
注
意
事
項
☆

・
子
供
だ
け
で
は
、
泳
が
な
い
。

・
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
泳
が
な
い
。

・
絶
対
に
１
人
で
は
泳
が
な
い
。

・
準
備
運
動
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
体
調
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
監
視
員
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
…

◎
大
き
な
声
で
、
協
力
者
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

◎
水
の
中
に
入
ら
な
い
で
助
け
る
方
法
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

飛
び
込
ん
で
助
け
よ
う
と
す
る
と
、
溺
れ
て
い
る
人

に
抱
き
つ
か
れ
る
な
ど
し
て
、
自
分
も
溺
れ
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
長
い
棒
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
、
身
近
に
あ
る
物
を
利

用
す
れ
ば
水
に
入
ら
ず
に
助
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◎
消
防
署
へ
の
連
絡
や
救
急
車
な
ど
の
誘
導
を
し
ま
し
ょ
う
。

迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
救
急

車
な
ど
を
現
場
ま
で
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

着
衣
泳
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

水
難
事
故
死
の
８
割
近
く
は
着
衣
状
態
で
す
。「
着
衣

泳
」
と
は
、
服
を
着
て
い
る
状
態
で
水
に
転
落
し
て
も
、

慌
て
ず
に
水
面
に
浮
い
て
助
け
を
待
つ
と
い
う
知
識
と

技
術
で
す
。

消
防
職
員
が
代
表
を
務
め
る
山
鹿
着
衣
泳
会
で
は
、

小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
講
習
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
山
鹿
消
防
署
・
山
鹿
着
衣
泳
会
ま

で
！
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！

米
田
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
つ
る
ま
き
体

操
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

つ
る
ま
き
体
操
で
は
、
子
ど
も
が
目
と
目
を
合
わ
せ
、

手
と
手
を
つ
な
ぎ
合
い
、
肩
や
背
中
を
寄
せ
合
い
、
相
手

の
息
を
感
じ
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
で
、
心
も
体
も
解
き
ほ
ぐ

し
、
お
互
い
に
相
手
の
気
持
ち
や
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
と

り
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
共
に
、
子

ど
も
同
士
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

初
め
は
、
体
を

さ
わ
ら
れ
て
嫌
な

顔
を
し
て
い
た
子

ど
も
や
、
友
達
と

組
む
の
を
嫌
が
っ

て
い
た
子
ど
も
も

い
ま
し
た
が
、
少

し
づ
つ
心
を
開
く

よ
う
に
な
り
、
相

手
の
こ
と
を
思
っ

て
、
合
わ
せ
よ
う

と
す
る
子
ど
も
の

表
情
や
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
あ
た
た
か
な
表
情
や
姿
が
つ
る
ま
き
体
操

の
良
さ
で
あ
り
根
っ
こ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
年
間
を
通

し
て
つ
る
ま
き
体
操
を
す
る
こ
と
で
、
家
族
や
友
達
や
ま

わ
り
の
人
達
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
心
と
体
を
育
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
本
幼
稚
園
で
は
、
来
民
小
学
校
の
隣
に
あ
り
、
豊
か

な
自
然
の
中
で
「
心
身
共
に
明
る
く
、
た
く
ま
し
い
子
ど

も
」
の
育
成
を
め
ざ
し
な
が
ら
日
々
の
保
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
園
、
家
庭
、

地
域
が
協
力
し
あ
っ

て
こ
そ
、
子
育
て
は

で
き
る
も
の
。
幼
稚

園
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
活
動
を
年
間

を
通
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

４
月
は
、
御
宇
田

の
竹
林
へ
竹
見
学
に

出
か
け
ま
し
た
。「
か

ぐ
や
姫
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
ん
ね
」
と

言
い
な
が
ら
み
ん
な

で
大
き
く
成
長
し
た

竹
を
見
て
い
る
と
、

近
く
の
お
じ
い
さ
ん

が
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
持
ち
帰
っ
た

タ
ケ
ノ
コ
で
ま
ま
ご
と
を
し
た
り
、
花
を
飾
っ
た
り
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
に
は
、
来
民
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
う

ち
わ
作
り
見
学
」
に
出
か
け
ま
し
た
。
竹
見
学
で
見
て
い

た
竹
で
、
う
ち
わ
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
感
動

し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

す
る
子
ど
も
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲つるまき体操って楽しいねZ

米　田
保育園

つ
る
ま
き
体
操
　

こ
こ
ろ
ほ
ぐ
し
・
か
ら
だ
ほ
ぐ
し

鹿　本
幼稚園

元
気
に
た
く
ま
し
く
！

▲このタケノコ大きいでしょ！

０歳児に対するスキンシップ
の方法を経験し、楽しい親子の
関わり方を学びましょう！

今月の主役

５
月
27
日
G
、
保
育
参
観
を
行
い
ま
し
た
。
保
育
参
観

後
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
、
講
師
に
山
鹿
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
の
荒

木
光
子
先
生
を
迎
え
て
の
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

バ
ン
ダ
ナ
を
使
っ

て
の
あ
そ
び
に
始
ま

り
、「
ア
ル
プ
ス
一

万
尺
」
の
曲
に
合
わ

せ
て
の
手
あ
そ
び
、

野
に
咲
く
草
花
を
使

っ
て
の
カ
ル
タ
と
り

な
ど
な
ど
…
。
た
く

さ
ん
の
楽
し
い
あ
そ

び
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
の
手
話

「
ま
た
会
う
日
ま
で
」

で
は
子
ど
も
達
の
と

て
も
真
剣
な
表
情
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

親
子
で
ふ
れ
合
っ
て
い
る
と
き
の
子
ど
も
達
の
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
笑
顔
や
笑
い
声
の
中
、
私
た
ち
も
あ
た
た
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、
母

親
に
「
バ
ン
ダ
ナ
楽
し
か
っ
た
ね
。」
と
言
っ
て
い
る
子
も

い
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
親
子
で
の
ふ
れ
合
い
の
機
会
を
た
く
さ

ん
も
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲親子で仲良く

ベビー・マミービクス

鹿本子育て支援センター　

日時u７月11日C 10:00受付　10:30～11:30
場所u山鹿健康福祉センター
対象u生後２ヶ月～６ヶ月の親子
（妊娠中の方も見学にどうぞ）

講師u黒木千代子先生
（日本マタニティ協会ゴールドインストラクター）
定員u30組（先着順）
申し込み先u鹿本子育て支援センター

1４６－２６３５
受付け期間u７月３日B～７月7日F 9:00～17:00
費用u無料

※赤ちゃんの敷物(バスタオル

など）をご持参ください。

子育て講座　

k訂正とお詫び
６月１日号「広がれ！子育ての輪」で掲載した菊鹿子
育て支援センターの電話番号は、48-2107の誤りでし
た。訂正してお詫びします。

 

いよいよ本格的な夏到来です。
この時期元気に過ごすには早寝・早起き・バランスのとれ
た食事が大切ですが、寝苦しい夜、夜更かし・朝寝坊にな
ってしまいがちでは？
一日の睡眠が足りないと朝から無気力・あくび・食欲が
ない・ぐぜる・だだをこねるなどの症状が現れやすくなり
ます。決まった時間に寝る習慣をつけたいものですね。
｢ここからは大人の時間よ｣と子どもに示すことも大事では
ないでしょうか。

１．早起きをする。

２．昼間しっかり遊ぶ。

３．昼寝をする。

（3時半までには起こす）

４．9時までには布団に入る。

（電気を消して寝る雰囲気作りを）

５．寝る前にＴＶやゲームなどの強い光を浴びない。

いっぱい遊んで、いっぱい食べて、ぐっすり寝て
大きくなーれ！
支援センターにはお友だちが待っていますよ。
一緒に遊びましょう。

寝る子は育つ！寝かしつけるポイント

山鹿中央
保育園

お
も
し
ろ
か
っ
た
よ

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
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小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

今回は、ハンドボールにおじゃましま
した。ハンドボールといえば、山鹿市に
は全国的にも有名なオムロンハンドボー
ルチームがあります。その選手たちがコ
ーチとなって教えています。
参加者は小学１年生から一般までと年
齢層が幅広く身長や性別、ハンドボール
の経験も様々。ハードなスポーツなので
すが、上手な人たちは小さい子をアシストしながら試合をするな
ど、和気あいあいと輝きながらプレーを楽しんでいる姿が印象的
でした。
オムロンハンドボールチームの選手たちも一緒に参加し、プレ
ーすることでみんなめきめき上達していってます。
初めての方も気軽に参加できる競技です。おもいっきり走って、
シュートして、清々しい汗をかいてみませんか。

楽
し
い
メ
ン
バ
ー
で
す
！

▲

茶つみ体験・お茶工場見学
を通して

桜
花
の
ト
ン
ネ
ル
に
感
嘆

青
木
美
恵
子
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
本
町
来
民
）

５
月
号
の
表
紙
鯉
の
ぼ
り
、
眺
め
て

い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
ね
。
４
月

桜
見
物
等
何
年
も
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
に
今
年
は
、
南
阿
蘇
の
一
心
行
の

桜
を
見
に
行
き
、
台
風
に
も
負
け
ず
立

派
な
花
を
一
杯
つ
け
て
見
事
な
桜
で
し

た
。
ま
た
、
山
鹿
の
都
市
ガ
ス
会
社
の

ご
厚
意
で
色
と
り
ど
り
の
珍
し
い
桜
花

の
ト
ン
ネ
ル
に
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
だ
れ
桜
は
終
わ
っ
て
い
ま
し
た

の
で
「
来
年
は
２
回
見
物
に
行
か
な
け

れ
ば
」
と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

今
一
つ
悲
し
い
事
に
は
「
食
べ
物
は

ご
遠
慮
下
さ
い
」
と
書
い
て
あ
る
側
で

敷
物
を
桜
の
木
の
下
に
敷
い
て
、
飲
み

物
等
飲
ん
で
お
ら
れ
る
人
が
あ
っ
た
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
日
本
語
が
読
め
な

い
の
か
な
ぁ
と
独
り
言
を
言
い
な
が
ら

通
り
過
ぎ
ま
し
た
。

花
の
下
や
回
廊
に
は
塵
一
つ
な
く
、

掃
除
が
行
き
届
い
て
手
入
れ
さ
れ
て
い

る
の
に
心
な
い
人
の
為
に
せ
っ
か
く
の

会
社
の
ご
親
切
が
仇
に
な
り
申
し
訳
な

く
思
い
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
は
し
っ
か
り
守
り
た
い
も
の

で
す
。
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今月はハンドボールにズーム！

眠
っ
て
い
る
兜
飾
り
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い

兜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

会
長
　
江
藤
誠
一
郎
さ
ん

肥
後
国
衆
一
揆
の
時
、
隈
府
城
主
隈

部
親
水
や
山
鹿
城
主
山
鹿
重
安
が
、
平

小
城
の
城
村
城
に
篭
城
す
る
際
通
っ
た

と
思
わ
れ
る
道
（
豊
前
街
道
）
で
、
当

時
の
人
々
の
無
念
さ
を
讃
え
弔
う
と
と

も
に
山
鹿
市
の
観
光
と
商
店
街
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
今
年
「
豊
前
街
道

兜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
好
評
を
得
ま
し

た
が
、
来
年
は
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
家
庭
で
眠
っ
て

い
る
『
兜
飾
り
』
を
ご
寄
贈
い
た
だ
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

…
兜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

五
嶋
竜
山

1
090
‐
３
６
６
７
‐
８
０
６
８

岩野小学校

５月12日、私たち６年生は、地元の製茶さんで
茶つみ体験をさせてもらいました。小山さんから
お茶のつみ方の説明があり、黄緑の新芽だけをお
りとることが分かりました。新芽は、色あざやか
で、さわってみるととてもやわらかでした。また、
お茶独特のいいかおりがしました。１時間ぐらい
クラスのみんなでつんで、10キロ近くの新茶をつ

▲親子で参加の守瀬真里子さん（中央）

能
面
展
を
開
催
し
て
い
ま
す

能
面
普
研
会
　
野
村
琉
堂

（
山
鹿
市
出
身
）

能
面
を
常
設
展
示
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

能
面
を
間
近
で
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

展
示
会
場u

吉
本
号
（
山
鹿
市
堀
明
町
）

肥
後
銀
行
山
鹿
支
店
隣
り

山
鹿
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た早

田
　
昭
二
さ
ん

（
山
鹿
市
志
々
岐
）

６
月
３
日
山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
山
鹿
市
内
の
知
的
障
害
者
、

保
護
者
、
小
中
学
校
長
、
支
援
学
級
担

任
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
副
会
長
、
約
180
名

が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

育
成
会
は
、
昭
和
36
年
当
時
知
的
障

害
者
の
為
に
教
育
も
受
け
ら
れ
ず
、
就

職
も
で
き
ず
、
社
会
の
底
辺
で
惨
め
な

一
生
を
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
が
子
の
哀

れ
さ
に
親
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
校
長
、

担
任
の
先
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
方
と

一
体
に
な
っ
て
市
当
局
、
議
会
、
市
内

各
種
団
体
に
訴
え
、
そ
の
結
果
「
山
鹿

市
民
全
体
で
知
的
障
害
者
を
育
成
し
よ

う
」
と
の
趣
旨
で
結
成
さ
れ
た
団
体
で

す
。以

来
45
年
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
が

市
内
の
一
戸
一
戸
を
訪
問
し
て
、
会
員

を
募
集
さ
れ
、
全
市
民
の
方
々
の
暖
か

い
善
意
の
お
か
げ
で
現
在
で
は
、
知
的

障
害
者
も
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
教
育
が
受
け
ら
れ
、
障
害
者
の
為

の
作
業
所
も
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き

が
い
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

▲６年生の茶摘み体験

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

６年　永田真優

むことができま
した。
その数日後、
今度はお茶工場
に行きました。
工場が近づいて
くると、道路ま
でお茶のいいか
おりがしまし
た。工場の中には、お茶をもむ機械、乾燥させる
機械など沢山の機械がありました。想像した以上
に手間をかけてお茶は出来上がるんだなと感じま
した。
私たちは、これから総合学習でお茶の事につい
て学習していきます。まだまだ知らない事も沢山
あるので、しっかり調べたり、色々な方にお話を
聞いたりしていきたいです。
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区
民
の
総
意
で
完
成
し
ま
し
た

鹿
校
通
区
　
総
区
長
　
渡
邊
　
才
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
校
通
）

去
る
４
月
６
日
に
鹿
校
通
区
民
の
長

年
の
念
願
で
し
た
鹿
校
通
公
園
が
完
成

し
、
そ
の
開
園
式
を
現
地
で
行
い
ま
し

▲みなさんで利用してください

▲今年の兜まつりの風景です

「とにかく走るのが大好きです。子どもとハ
ンドボールに参加することで、共通の話題
が増えて楽しいです。いろいろな年代の子
と話し、若いパワーをもらっています。」と
守瀬さんは話しました。

▲お茶工場見学

た
。こ

の
公
園
は
、
平
成
９
年
に
当
時
の

山
鹿
市
へ
陳
情
を
行
っ
た
の
が
事
業
の

始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
目
的
と
し
て
は
、

鹿
校
通
区
の
世
帯
数
が
１
、
２
０
０
世

帯
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、
区
民
の

間
で
公
園
建
設
の
期
待
が
高
ま
り
、
ま

た
防
災
面
で
区
民
の
避
難
場
所
の
確
保

を
図
る
こ
と
で
し
た
。

平
成
14
年
よ
り
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
事
業
が
着

手
さ
れ
、
敷
地
面
積
５
、
８
０
０
G
を

有
す
る
都
市
公
園
と
し
て
開
園
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
鹿
市
や
関
係
者
の
方
の
ご
支
援
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の

公
園
が
区
民
を
は
じ
め
市
民
の
方
々
に

十
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ

▲総会の風景です



日
時u

７
月
８
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

７
月
23
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

母
子
家
庭
（
父
子
家
庭
）
を
対
象
に

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時u

７
月
17
日
_

午
前
10
時
開
会

場
所u

山
鹿
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

申
込
期
日u

７
月
10
日
B

…
鹿
本
地
域
振
興
局
売
店

1
43
‐
４
８
４
５

ま
た
は
各
町
の
代
表

申
込
・
問
合
せ

山
鹿
市
母
子
会

親
と
子
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
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おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

７
月
31
日
B
は
、
固
定
資
産
税
第
２

期
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
の

納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

７
月
27
日
E
・
28
日
F

31
日
B

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

相相
　　
談談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
本
庁
福
祉
課1

43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

７
月
12
日
D
・
26
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

７
月
13
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

社
会
保
険
出
張
相
談

※
w
子
ど
も
生
活
相
談
は
す
べ
て
の
地

区
に
お
い
て
要
予
約
で
す
。

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

７
月
７
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
14
日
F

e
司
法
相
談u

７
月
21
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

７
月
６
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
13
日
E

e
消
費
生
活
相
談u

７
月
20
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

７
月
５
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
12
日
D

e
警
察
相
談u

７
月
19
日
D
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

７
月
４
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
11
日
C

e
心
の
悩
み
相
談u

７
月
18
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

７
月
３
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

７
月
10
日
B

e
法
律
相
談u

７
月
24
日
B
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

面
談
・
電
話
で
相
談
（
無
料
）
に
応

じ
ま
す
。

日
時u

７
月
７
日
F
午
後
３
時
〜

７
月
８
日
G
午
後
４
時
ま
で

（
25
時
間
）

場
所u

熊
本
県
司
法
書
士
会
館

（
熊
本
市
大
江
４
丁
目
４
番
34
号
）

1
096
‐
364
‐
０
８
０
０

…
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

1
096
‐
364
‐
０
８
０
０

問
合
せ

25
時
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
等
多
重
債
務
相
談
会

【
ふ
る
さ
と
便
「
里
山
そ
だ
ち
」】

ク
ー
ル
便
に
て
発
送
し
ま
す
。
ご
家
庭

や
ご
贈
答
に
い
か
が
で
す
か
。

内
容u

肥
後
グ
リ
ー
ン
、
ス
イ
カ
の
味

噌
漬
、
黒
米
、
し
あ
わ
せ
味
噌
、

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、
三
色
三
昧

饅
頭
　
計
６
品

料
金u

２
、
５
０
０
円
（
持
ち
帰
り
）

※
送
料
別
途
全
国
一
律
500
円

【
早
朝
朝
市
】

古
代
ハ
ス
が
見
頃
の
７
月
ま
で
の
土
日

に
、
早
朝
朝
市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

時
間u

土
日
の
午
前
６
時

…
鹿
央
物
産
館1

36
‐
３
８
３
８

問
合
せ

Ｈ
18
年
分
所
得
税
予
定
納
税
第
１
期

分
の
納
期
限
は
、
７
月
31
日
B
で
す
。

予
定
納
税
が
必
要
な
方
は
、「
予
定
納

税
額
の
通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額

を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

予
定
納
税
の
額
は
、
前
年
分
の
所
得

税
を
基
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
分

の
納
税
額
が
前
年
分
よ
り
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
方
は
、
７
月
18
日
C
ま
で

に
減
額
承
認
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

中
小
企
業
向
け
の
環
境
管
理
シ
ス
テ

ム
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
の
構
築
を

目
指
す
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
「
イ

ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
事
業
」
参
加
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

半
年
間
か
け
て
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
無
料
で
受
け
な
が
ら
取
り
組
み

来
春
の
シ
ス
テ
ム
登
録
・
認
証
を
目
指

す
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
の
概
要
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時u

７
月
14
日
F

午
後
７
時

場
所u

山
鹿
中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

講
師u

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
地
域
事
務
局

※
参
加
希
望
事
業
者
の
方
は
事
前
に
環

境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

…
環
境
課
　
1
43
‐
７
２
１
１

5
43
‐
０
７
５
７

kankyoh@
city.yam

aga.lg.jp

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
イ
ニ
シ

ャ
テ
ィ
ブ
事
業
説
明
会

問
合
せ

鹿
央
物
産
館
で
ふ
る
さ
と
便

と
早
朝
朝
市
や
っ
て
ま
す

左
記
の
対
象
者
に
対
し
て
そ
の
ご
苦

労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

対
象
者u

・
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

・
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

※
先
の
大
戦
に
お
い
て
外
地
（
事
変
地

区
域
ま
た
は
戦
地
区
域
）
に
派
遣
さ

れ
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
し
た
方

※
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く

請
求
方
法u

請
求
用
紙
に
記
入
し
提
出

※
請
求
用
紙
は
本
庁
福
祉
課
（
1
43
‐

１
１
６
７
）
に
準
備

…
内
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

1
03
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

問
合
せ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

催催
　　
しし

日
時u
７
月
９
日
A

午
後
６
時
半

場
所u

山
鹿
市
民
会
館

入
場
料u

会
員
　
無
料

一
般
　
前
売
り
３
、
０
０
０
円

（
当
日
３
、
５
０
０
円
）

※
山
鹿
子
ど
も
劇
場
は
会
員
制
で
す
。
入

会
は
随
時
。
家
族
会
員
制
、
賛
助
会
員
制

も
あ
り
ま
す
。

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

と
も
び
き
塾

日
時u

７
月
12
日
D

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

「
脳
卒
中
と
そ
の
予
防
」

講
師u

西
部
脳
神
経
外
科
内
科
院
長

池
田
順
一
氏

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

募募
　　
集集

q
一
般
曹
候
学
生

資
格u

18
歳
以
上
24
歳
未
満

w
曹
候
補
士

資
格u

18
歳
以
上
27
歳
未
満

e
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

資
格u

18
歳
以
上
27
歳
未
満

r
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

資
格u

18
歳
以
上
27
歳
未
満
　

t
航
空
学
生

資
格u

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

y
看
護
学
生

資
格u

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満

【
受
付
期
間
】

q
w
r
t
８
月
１
日
C
〜
９
月
８
日
F

e

年
間
を
通
じ
て
可
能

y

９
月
８
日
F
〜
９
月
29
日
F

…
自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部
山
鹿
募
集

事
務
所
　
　
　
　
　
1
43
‐
７
４
５
７

申
込
・
問
合
せ

所
得
税
予
定
納
税
第
１
期
分

人
形
劇
「
お
お
ど
ろ
ぼ
う
、

ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
」

７月１日Gより電話、ＦＡＸ、インタ
ーネットでの販売を開始します。
申込電話番号u４３‐０１０６

10：00～17：00
FAX番号u４３‐０１０７

インターネットu
http://www.y-kankoukyoukai.com
チケット料金u３,０００円(全席指定)
2006鶴田一郎オリジナルうちわ付き

千人灯籠踊り桟敷席チケット
一般販売開始★ ★

※座席には、１部・２部（一般席、車
椅子席、カメラ専用席）があります。
※一人５枚まで申込ができます。申込
後５日以内に代金振込がない場合、
無効になります。
※中止の場合以外に払い戻しはできま
せん。
…桟敷席販売事務局

1４３‐０１０６
問合せ

七夕の夜、山鹿湯町最古の祈祷寺であなたの
願いがかないます。
切なる思いを託した短冊を金剛乗寺ご法印が
祈祷いたします。
日時u７月８日G 18：00～21：00
場所u金剛乗寺（九日町）
内容u参道から境内を笹と短冊で飾り、ぼん
ぼりや竹灯りにより幻想的に演出　ほか

第１回やまが七夕聖天祭
しょうでんさん

★ ★

…聖天祭実行委員会　　
1４４‐０３６１（土産処若旦那）

問合せ

今
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

…
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
　

1
43
‐
１
６
５
１

本
庁
福
祉
課
　
　

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会

※７月７日F～９日Aまで
短冊を飾ります。
みなさんの短冊の笹飾り
で九日町豊前街道をうめつ
くすぞー！オッー！

自
衛
官
募
集
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k森林からの便り作品展
第６回森林・林業写真・絵手紙コンクールの入賞作品

を展示
期間u７月31日Bまで

木遊館（鹿北町　道の駅かほく）1３２‐２１５０
時間u９：00～17：00（第２・第４木曜休館）

７月
開催日 行　事　名 時間 料金

夜間
－
午前
昼夜
昼夜

関係者
－
無料
有料
有料

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

10日B

12日D

16日A

25日C

26日D

２日A

９日A

16日A

17日_

23日A

30日A

７
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

大橋通クリニック／中川医院／幸村医院
横手医院／まえはら泌尿器科クリニック
井上小児科医院
山鹿温泉リハビリテーション病院
桑木内科／きくか松岡クリニック
保利病院
徳永循環器科内科医院／かもと整形外科医院

kひこばえ美術展
昭和21年旧制鹿本中学校入学が出会いの同窓会「ひこば
え会」の有志６人による油彩画、水彩画を展示　
期間u７月３日B～15日Gまで（最終日は15：00まで）

k「夏、マドンナ」展
県内在住の女性作家18名にる絵画展
期間u７月17日_～31日Bまで（最終日は15：00まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k中島美恵子・佐藤エリ子二人展
二人が古布絣や矢旗やゆかたで作ったワンピース、ブラ
ウス、パンツ、のれんなど約50点展示　
期間u７月３日B～30日Aまで

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

入札結果の報告（５月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

5/2
5/2
5/2
5/2
5/16
5/16
5/16

中八幡線舗装工事
霊仙古閑線道路改良工事
鍋田北部線道路改良工事
山鹿熊入線歩道整備工事
市役所桜町線道路整備工事
鍋田団地屋根改修（その１）工事
鍋田団地屋根改修（その２）工事

山鹿市原町地内
山鹿市久原地内
山鹿市鍋田地内
山鹿市山鹿地内
山鹿市山鹿地内
山鹿市鍋田地内
山鹿市鍋田地内

2とみた工業
1岩下建設
1高喜工業
2阿蘇品組
2岩下産業
池田組
2津留工務店

6,772,500
35,175,000
28,980,000
14,448,000
8,547,000
6,562,500
8,673,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課　143ｰ1118
入札日

問合せ

狂言教室
休館日
鹿本郡市民明るい社会づくり協議会
八千代座大歌舞伎　
中村勘三郎襲名披露

障害福祉計画策定委員を募集します。
対象者u山鹿市在住で障害福祉に関心のある方
任期u委嘱日～Ｈ20年３月31日まで
定員u３名
申込期間u７月３日B～18日C

…いきがい推進課障害福祉係
（健康福祉センター内）1４３‐００５２

障害福祉計画策定委員★ ★

Ｈ
18
年
度
版
名
刺
録
へ
の
掲
載
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
名
刺
録
は
、
広
範
囲
に
活
用
さ

れ
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご
紹
介
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
金u

５
０
０
円

（
掲
載
者
１
人
に
つ
き
）

申
込
方
法u

地
域
振
興
公
社
備
え
付
け

の
用
紙
に
記
入

申
込
締
切u

７
月
21
日
F

発
行
予
定
日u

９
月
初
旬

…
地
域
振
興
公
社

（
山
鹿
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

1
43
‐
０
１
１
１
　

申
込
・
問
合
せ

18
年
度
名
刺
録掲

載
申
し
込
み

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
宿
泊

し
、
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
・
友
だ
ち

作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
初
め
て
の

お
泊
ま
り
で
も
大
丈
夫
。

日
時u

７
月
29
日
G
〜
30
日
A

一
泊
二
日

場
所u

山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
博
物
館
周
辺

内
容u

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
転
車

交
通
教
室
、
花
火
大
会
、
夕
食
作
り
な

ど
を
異
年
齢
グ
ル
ー
プ
で
体
験

参
加
対
象
者u

小
学
生

募
集
人
数u

30
人

参
加
料u

１
人
　
２
、
０
０
０
円
と

米
２
合

申
込
期
間u

７
月
１
日
G
〜
20
日
E

※
各
小
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
込
書

に
記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
持
参
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
　
　

1
43
‐
１
１
３
６
　

申
込
・
問
合
せ

夏
休
み
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

宿
泊
体
験

短
期
集
中
型
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

対
象
者u

幼
児
〜
小
学
生
（
５
〜
12
歳
）

場
所u

山
鹿
市
市
民
プ
ー
ル

期
間u

２
コ
ー
ス

第
１
回
目
　
７
月
19
日
D
〜
23
日
A

第
２
回
目
　
８
月
２
日
D
〜
６
日
A

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
ま
で

指
導
者u

市
水
泳
協
会
会
員

受
講
料u

３
、
５
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）

※
申
込
締
切
は
各
教
室
開
催
前
日
ま
で

…
山
鹿
市
水
泳
協
会
理

事
長
松
本
剛
久
（
司
法
書
士
松
本
剛
久

事
務
所
）
平
日
の
み
1
43
‐
８
６
０
６

初
心
者
水
泳
教
室

申
込
・
問
合
せ

県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校
で
は
、

公
共
職
業
訓
練
「
オ
フ
ィ
ス
パ
ソ
コ
ン

科
山
鹿
コ
ー
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
。

訓
練
期
間u

９
月
５
日
C
〜

11
月
30
日
E

訓
練
場
所u

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

山
鹿
校
（
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
内
）

受
講
料u

入
学
金
・
受
講
料
は
無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
（
１
３
、
５

０
０
円
程
度
）
自
己
負
担

募
集
期
間u

７
月
13
日
E
〜
27
日
E

申
込
先u

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

（
1
24
‐
８
６
０
９
）

…
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

1
096
‐
378
‐
０
１
２
１

問
合
せ

日
時u

７
月
22
日
G
〜
23
日
A

一
泊
二
日

場
所u

鹿
本
町
水
辺
の
学
習
館

「
ゆ
め
ほ
た
る
」

内
容u

水
辺
の
生
き
物
調
査
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
星
空
鑑
賞
会
、

人
形
劇
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
川
で

の
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
な
ど

参
加
資
格u

親
子
で
参
加
（
原
則
）

※
カ
ヌ
ー
体
験
は
小
学
４
年
生
以
上

募
集
人
数u

親
子
10
組
（
20
名
）
程
度

※
先
着
順
で
す

参
加
費u
一
人
　
２
、
０
０
０
円

※
大
人
子
ど
も
同
額

申
込
方
法u

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、「
風
吹
き
か
ら
す
」

（
1
・
5
43
‐
０
８
７
４
）
ま
で
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

…
大
坪

1
090
‐
９
４
８
４
‐
３
６
１
７

菊
池
川
リ
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

in
ゆ
め
ほ
た
る

問
合
せ

日
時u

・
甲
種
特
類
　
　
９
月
３
日
A

・
甲
種
特
類
を
除
く
甲
種
及
び

乙
種
全
類
　
　
９
月
10
日
A

試
験
地u

熊
本
市

受
付
期
間u

８
月
４
日
F
〜
10
日
E

願
書
請
求
先u

&
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
ま
た

は
最
寄
り
の
消
防
署

…
&
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

1
096
‐
364
‐
５
０
０
５

1
096
‐
364
‐
７
６
１
０

Ｈ
18
年
度
消
防
設
備
士
試
験

申
込
・
問
合
せ

や
ま
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

と
子
育
て
支
援
課
と
共
同
で
楽
し
く
保

育
の
こ
と
に
つ
い
て
学
べ
る
講
座
を
開

き
ま
す
。

日
時u

７
月
22
日
G
・
29
日
G

午
後
１
時
か
ら

場
所u

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象u

高
校
生

募
集
人
数u

30
名

※
実
習
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
ポ
ス
タ
ー
を
各
高
校
に
掲
示
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
い
。

…
や
ま
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
）

1
44
‐
８
８
０
０
　

申
込
・
問
合
せ

高
校
生
の
た
め
の
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座

非常勤の職員を募集します。（要免許）
職種u・介護支援専門員（ケアマネージャー）

・看護師
募集期間u７月３日B～21日F

申込方法u履歴書、免許の写しをいきがい推進課へ持参
…いきがい推進課

（地域包括支援センター係）1４３‐００５２

市非常勤職員募集★ ★

申込・問合せ

文
化
庁
委
嘱
に
よ
る
伝
統
文
化
活
性

化
国
民
協
会
の
事
業
と
し
て
い
け
ば
な

教
室
（
小
原
流
）
を
行
い
ま
す
。

期
間u

７
月
〜
３
月
第
２
・
４
土
曜

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
（
20
回
予
定
）

場
所u

山
鹿
中
央
公
民
館

募
集
対
象
者u

市
内
在
住
の
小
学
生

受
講
料u

無
料

※
毎
回
の
花
代
（
700
円
程
度
）
は
実
費

※
花
ハ
サ
ミ
・
花
器
等
は
用
意
し
ま
す

定
員u
20
名

…
小
原
流
　
石
本
康
代

1
44
‐
３
１
０
９
　

申
込
・
問
合
せ

伝
統
文
化
い
け
ば
な
子
ど
も

教
室

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

運動習慣を身につけるためと、楽しく教室
を行い、いろいろな運動方法を知っていた
だくために、トレーナーの指導でヘルスア
ップ教室を開催します。
講習期間u７月12日D開講　

７月～12月まで月２回
場所u幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」

ヘルスアップ教室受講生募集★ ★

対象u山鹿市民で40代～60代くらいまで
申込方法u７月14日Fまでに直接電話

申込
※10月バスハイク、グラウンドゴルフな
ど外でのイベントも予定

…幸の国健康温泉館
「ゆ～かむ」1４２‐５１００

申込・問合せ
問合せ

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
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赤赤ちちゃゃんん とと みみんんなな のの 健健康康情情報報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤ちちゃゃんん大大募募集集！！

山下　優歌
ゆうか

さん（左）
（H14.6.18生れ）

海音
かいと

さん（右）
（H16.3.4生れ）

中（山鹿）

Qママからメッセージ
これからもずっと仲良し姉
弟でいてね。二人の笑顔に癒
されてます。

Qぼくから一言
大きくなってお外でたく
さん遊びたーい！

金光　莞吹
いぶき

さん
（H18.2.14生れ）

松尾（菊鹿）

Qパパママからのメッセージ
桃佳姉ちゃんと仲良くいっ
ぱい遊んで元気にすくすく育
ってくださいね

古賀　鈴佳
すずか

さん
（H15.11.8生れ）

津留（山鹿）

問合せVol.16
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

運動不足がもたらすものとして
１．体力の低下　２．肥満　３．抵抗力・免疫力の低下
４．予備能力の低下（身体に備わっている力）
５．運動不足病の促進（生活習慣病など）
６．心への悪影響（ストレスなど）
などがあり、心当たりがある方もいらっしゃるのではな

いかと思います。
運動不足を解消するためには、無理をせず１日30分を目

標に毎日続けることが大切です。膝や腰が痛い人は陸上の
運動ではなく、水中での運動を行うことで痛みを少しでも
和らげることができますし、普通に歩くにしても目標を持
つことで楽しく続けられると思います。
ゆ～かむのような施設を利用し、教室などで友達をつく

ってお互いに励まし合うのもいいと思います。
【長続きさせる運動不足解消の一例】

★成人の場合
・乗り物やエレベーターをできるだけ使わずに歩く
・週２回以上、１回30分以上少し息が弾む程度の運動
（早歩きなど）
・仲間をつくって一緒に頑張る
・１日１万歩を目標に歩く
★高齢者の場合
・知識や経験を活かした地域活動やボランティア活動に参
加し家に閉じこもらない
・毎日歩いている歩数より1300歩（15分程度）長めに歩い
てみる
・散歩や買い物など積極的に外出する
・レクリエーション活動や軽スポーツを１週間に３回程度
行う
目標を作って頑張ってみてはいかがですか！

運動不足がもたらすもの
～運動不足解消のちょっとしたコツ～

※過去に麻しんもしくは風しんのどちらか一方にかかった
場合は、かかっていないワクチンのみ接種できます。ただ
し、過去に麻しん及び風しん共にかかったことがある方は
接種する必要はありません。

☆詳しい接種方法については、
お住まいの地域の保健師まで
お尋ねください。
山鹿 143-0050
鹿北 132-3111
菊鹿 148-3111
鹿本 146-3112
鹿央 136-3114

麻しんと風しんの予防接種のお知らせ

場所と日時u

q菊鹿総合支所
７月４日c ９：30～11：00

wJA菊鹿支所
７月４日c 13：00～15：30

e鹿央多目的研修センター
７月５日D ９：30～11：30／12：30～15：30

rミカエル山鹿店
７月31日B ９：30～11：30／12：30～15：30

献血にご協力ください

第１期 １歳から２歳未満
麻しん・風しん混合ワクチン(ＭＲ)を１回

※いずれか一方の接種を受けた方は、もう一
方の単独ワクチンを接種。

第２期 ５歳から７歳未満で就学前
の１年間(年長児）

麻しん・風しん混合ワクチン(ＭＲ)を１回

※過去に麻しんと風しんの予防接種を受けた
方も対象です。

「愛の血液助け合い運動」

熊本県では、７月と８月を「愛の血液助け合い運動」
期間として、広く県民の皆さんに献血の呼びかけを行っ
ています。夏は、長期の休みや暑さにより、献血者が減
少するすることが心配されています。特に若い人達にお
願いします。どこかのだれかのために、400P献血や成
分献血のご協力をよろしくお願いします。

日時u７月３日B 山鹿・菊鹿
日時 ７月10日B 山鹿・鹿北
日 ７月18日C 鹿本

７月24日B 山鹿・鹿央
日 ７月31日B 山鹿

鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央総合支所

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（18年3月生）
日時u７月18日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（17年11月生）
日時u７月25日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（16年11月生）
日時と対象u
７月４日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
７月20日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（15年３月生）
日時と対象u
７月21日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
７月28日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（17年11月・18年３月生）
日時u７月11日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（15年３月・４月生）
日時u７月27日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u７月３日B／菊鹿、10日B／山鹿・鹿北
18日C／鹿本、24日B／鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター
鹿央→鹿央多目的研修センター

kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u７月12日D 14：00～14：30受付、診察14：00から
場所u山鹿健康福祉センター　

育児相談

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１　菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

７月～８月は「愛の血液助け合い運動」の期間です。

みんなで、献血の輪を広げようよ。

400P献血・成分献血にご協力ください。



◆おくやみ◆
山　鹿

山　鹿　濱武正一さん(85)    木下喜久次さん(72)
北井行雄さん(90) 韜崎英譽さん(64)
山田ミチエさん(92) 立山洋介さん(90)

米　田　能瀬清次さん(92) 井上勝明さん(73)
濱武フヨさん(91)   

川　辺 山口ナルさん(104) 石川ハルオさん(93)
中島ウラ子さん(74)

八　幡 野方スギヲさん(96) 冨田サヨ子さん(70）
浅田敏一さん(74)    橋村惠子さん（47）

三　岳 寺澤政春さん(84) 西嶽フジ子さん(93)
生野洋子さん(89）

三　玉 開　ツキさん(97)   木庭一義さん(70）
松坂達夫さん(89) 渕上九一さん(89)
河村トキオさん(96)    岡本セイ子さん(82)

大　道 相川フサ子さん(82)    田中幹大さん(51)
木庭惠助さん(89)   永田吉村さん(73)
池田幸子さん(62)   宮本政義さん(84)

鹿　北
岳　間 黒田チエ子さん(83)    安部ツル子さん(80)
岩　野 稗島アツコさん(89)    野中和子さん (77) 
広　見 平井辰次郎さん(87)    山下富生さん(72)
菊　鹿
内　田 吉里驪行さん(88)   
六　郷 中満トシヲさん(94)   原田フミエさん(93)

月足フミコさん(97)
城　北 藏原　賢さん(94)   尾熊三郎さん(75)

矢野 充さん(59)   金光敏郎さん(69)
田代君子さん(87)   小柳文男さん(91)
冨田郷司さん(64) 

鹿　本

来　民 杉本ウメコさん(90)   本田ミツ子さん(90)
渡邉ツルヱさん(84)

稲　田 富田ミユキさん(89)   古庄文生さん(90) 
芹川フサさん(97)

鹿　央
千　田 富田　篤さん(96)    原田晴美さん(68)

富永漾子さん(82) 西村綾子さん(95)
山　内 森　武男さん(82) 池部俊子さん(62)
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※5月中の届出受付分を掲載しています
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◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 松岡誠次郎さんQ西岡悦子さん　
米　田　古川礼知さんQ小澤幸子さん
八　幡 木村光希さんQ小田莉紗さん

池田光次朗さんQ池上優美さん
三　玉　戸上　隆さんQ闍田美穂さん

本山義晃さんQ伊藤幸子さん
大　道 千原友和さんQ梅田　香さん　
鹿　北　
岩　野 廣松祐一郎さんQ闍木五月さん
菊　鹿
城　北 丸山博城さんQ後藤めぐみさん

立花英雄さんQ福田　緑さん

◆うぶごえ◆
山　鹿
山　鹿 藤原美咲さん 小佐井皐綺さん

香本夏輝さん　本田蘭瑠さん　
入江優真さん 中村玲雄さん
吉田茉子さん

八　幡　本田大地さん
三　岳　水上馴佑さん
三　玉 江崎成覇さん　島田珠姫さん

木庭　皇さん
大　道 荒木智大さん 田代元輝さん

福山大心さん　富田智怜さん　　　　　　
坂本茉央さん　

鹿　北
岳　間 鬼韶愛実さん
菊　鹿
内　田 飯川颯穂里さん　闍木煌介さん

渡邉一貴さん　平金里菜さん
六　郷　ストラトン咲喜さん　石川美沙希さん

石川アンジェロ黎さん
城　北　鈴木仁基さん　川辺唯暉さん
鹿　本
来　民 竹ノ内蒼唯さん　原田望愛さん
稲　田　樋口祐希人さん
中　富 石田稜凱さん
鹿　央
千　田 境　蓮司さん　佐野木英里依さん

5月

６月２日鹿北町岩野の田中博明さんが自宅近くの作業道
で見たこともないような大きくて珍しいキノコを発見され
鹿北総合支所に持ち込まれました。
総合支所でも、このようなキノコは見たことないと鹿本
地域振興局の林務課に見ていただいたところ、「オニフス
ベ」というキノコということが判りました。オニフスベは
大きい物では60BZくらいになるものもあるようです。

熊本では立田山などでよく見かけますが、県北では珍しいそうです。
このキノコ若いうちは食べられるそうですが、これを見て食べる気には…？!

▲見た目はまるでバレーボールZ


